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１．はじめに 
 一般国道６号相馬ＢＰ４工区のＪＲ常磐線を跨ぐ駒ヶ嶺

高架橋（仮称）において、ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法による場所打ち杭

を施工した際に、一部の杭頭付近に杭径の細りが生じた. 

 そこで、設計杭径を確保する観点から試験施工として二

重ｹｰｼﾝｸﾞによるｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法を実施したことからその報

告を行うものである. 

 

 

２．橋梁形式と地質状況 
○橋梁形式：6 径間連続鈑桁 

+3 径間連続 PCT 桁 

張出式橋脚 

      場所打ち杭φ1200 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地質状況：N 値 0、一軸圧縮強度

20kN/m2 程度の極軟弱な粘性土が

深いところで約 15ｍ堆積している.

支持地盤は岩であるが起伏が極め

て激しい. 

 

３．施工の流れと対応結果 
①Ｐ６ーＰ９  

 当該地区最初の工事。φ1200 用ｹｰｼﾝｸﾞで掘進。杭径減が確認された. 

②Ｐ１０ーＰ１４ 

 当該地区 2 工事目。ﾌｧｰｽﾄｹｰｼﾝｸﾞの刃先の改良を行い P10､P11､P12（一部）φ1200 用ｹｰｼﾝｸﾞで掘進.

再度杭径減.以降 P12､P13､P14 はφ1300 用ｹｰｼﾝｸﾞで掘進. 

③Ｐ１ーＰ５ 

 当該地区 3 工事目。φ1300 の試験杭を行い杭径（φ1200）の確保と主鉄筋のかぶりの確認後、全て

φ1300 用ｹｰｼﾝｸﾞで掘進. 

＊再計算による構造計算、および杭の偏心については、許容範囲内であり問題はなかったが、構造細目

（かぶり）について、一部ｺﾝｸﾘｰﾄ増し厚による補修を実施した.
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図-2.橋梁概念図

図-3.地質縦断図 有機質な粘性土



４．原因の推定と対策  
①未固結なｺﾝｸﾘｰﾄによる内圧と地表面載荷荷重（杭打機：想定）を試算

したところ、杭頭から 1.4ｍ程度（地表より 4.0ｍ程度）は内圧を上回

り、杭径が細くなる傾向にある. 

②ｹｰｼﾝｸﾞを回しながら引き抜いたことから、ｹｰｼﾝｸﾞとかご鉄筋にはさほ

ど空きがないため、引き抜くときに偏心する可能性がある.また、塑性

限界が低い土質では、上載荷重より土が流動化し、未固結なｺﾝｸﾘｰﾄを動

かしていると考えられる. 

③以上の他にも機械据付地盤の強度不足、適正なｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾝﾌﾟ、ｹｰｼﾝｸﾞﾁ

ｭｰﾌﾞ引抜時の鉛直性と速度管理、ｽﾍﾟｰｻｰによる均一なかぶりの確保等が

考えられる. 

これらの原因を踏まえ、国総研・土研との協議により軟弱地盤でも杭径が減らないような場所打ち杭の

構築方法として「二重ｹｰｼﾝｸﾞによるｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法」の試験施工を実施する. 

５．二重ｹｰｼﾝｸﾞによる場所打ち杭 
 通常のｹｰｼﾝｸﾞはφ1200、細りを防止する二重ｹｰｼﾝｸﾞはφ1500 とした.このｹｰｼﾝｸﾞの組み合わせは、同一

のﾄﾞﾗｲﾊﾞｰで施工可能な利点がある. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．二重ｹｰｼﾝｸﾞによる場所打ち杭の結果 
 ①杭径確認：13mm 程度の減少.  
 ③その他：施工時間が通常の場所打ち杭の約 1.5～2 倍を要する. 

  ④費用：通常の 1.3 倍 

 時間を要したのは、二重ｹｰｼﾝｸﾞの引き抜き時であり、共上がり防止を

入念に行ったことが大きい. 

７．まとめ 
 当初は、減る量を見越し大きなｹｰｼﾝｸﾞにより掘削することで対応していたが、「本来の設計値を基準と

した施工・管理のあり方を検討すべきではないか」との議論の中で、今回二重ｹｰｼﾝｸﾞによる試験施工を

実施してみた。実際に施工してみて時間と費用が嵩むことがわかったがまだまだ改良の余地は残されて

いると思われる.各現場において今後の一考察になれば幸いである. 
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